
と
各
種
の
建
物
に
出
入
せ
し
人
間
の
佳
き
た
賓
と
.
最

後
の
惨
禍
の
光
蔀
と
は

具
象
化
ru
れ

て
眼
前
に

展
開

甘
ノる
0
ポ
ム
ベ
イ
に
人
も
す
在
る
見
物
を
し
た
が
､
放

て何

を
見
て
踊

っ
た
か
.
曹
-
讃
者
の
耐
温
む
乞
う
て

'小

説
と
登
据
物
と
併
行
し

て
､
筆
者
自
ら
を
再
び
尭
内
し

て
見
た

い
｡

新

著
柑

骨

tE'_〓IIIZl)〓1IIEu〓ここutE〓〓t_E≡〓E)_lltL]__

0
小
川
博
士
還
暦
記
念
論
叢

東

郷
弘
文
虫
撃

付

小
川
博
士
の
辺
僻
記
念
の
論
文
は
非

常
に
多
数
に
鵜
ま
っ

た

ゝ
め
に

印
刷
肝
の
些
什
恋
の
如
-
な
ら
ず
､
辺
膝

の
税
目
に
後
-
れ
る
こ
と
数

ヶ
月
に
し
て
'
本
咋
十
川
二
十
八
日
湘
-
版
行
せ
ら
る
1
に
蓋
っ
た
､

之
を
二
部
に
分
っ
て
､
節

1
輔
は
鵬
史
及
地
軸
に
閥
し
た

論
文
を
拡

め

た
今
北
ハ堺
日
を
あ
げ
る
と
支
那
育
代
の
朽
米
村
仲
考
｢
関
崎
文
夫
L
人
文

怜
蹄
に
関
す
る

一
考
察
｢
寄
日
収
告
L古
文
佃
轟
に
舶
す
る

]
二
の

小
附

兜
｢
榊
E
省

一
郎
L掛
岐
の

人

口
刑
柄

な
る
脱
-対
の
1
邦
に
就
て

｢寺
川

貞
治
｣
公
半
疏
作

蒋
時
代
考
｢
狩
野
拡
寄
｣成
増
考
附
境
域
｢
･'-9
日
耕
作
L

牌
光
輝
元
年
梯
聞
沙
州
伊
州
地
恵
確
怨
に

就
て
｢
羽
川
害
し
店
代
脚
州
出

城
は
域
考
附
梓
川
姐
城
考
｢
那
披
利
氏
｣
元
利
脱
脂
記
航
路

の
桝
姥

｢
藤

脚
元
辞
し
元
代

奴
跳
考
｢
布
☆同
胞
L
考
古

樹
上
よ
り
見
た
る
淡
代
文
物
の

LjF7

訴

胡

介

四
潮
｢
梅
原
末
治
し
藤
緒
的
僻
の
研
究
｢
下

目
船
佐
L
近
世
に
於
け
る
跡
地

光
政
と
小
作
関
越
1
牧
野
信
之
助
｣
地
史
撰
史
の
1
節
｢
小
牧
米
袋
L
梯
女

の
桝
姥
｢
..d
編
沸
し
仰
虫
に
於
け
る
矩
帯

の
研
究

r.村
松
磐
梯

-
キ
ル
ギ

ス
､
ス
テ
ッ
プ
地

方

の
凡旅
槻
｢宮
川
拳
法
L
八
瓜
巴
文
字
に
幻
さ
れ
た
洪

文
督
｢

鴛
淵

1
J
北
南
拝
謝
鳥
に
於
け
る
東

低
と
蒋
破
関
越
と
の
的
係
を

滑
ず
｢
内
剛
兜
1
L

地
坪
考
｢
新
村
川
｣
港
市
と
し
て
の
坂
本
｢
中
村
紅
術
｣

陽
明
識
1
高
潮
武
次

郎
L
f::3
銚
公
印
譜

｢
内
藤
細
浦
.i
(
ト
ル
ス
'
ア
ピ
ア

ヌ
ス
の
コ
ス
モ
グ
ラ
フ

ィ
ア
日収
初
の
静
脈
に
つ
い

て
｢
小
野
鋤

ニ
｣
九
州

地方
呪
縛

の
人
口
地
桝
的
考
察
｢
石
桁
五
郎
L
の
二
十
六
締
'
四
六

倍
大

版

一
千
三
〇
五
貢
に
泣
す
る
舶
大
な
る
相
手
に
な
っ
た
'
光
昭
十
囲
｡

妨
二
部

は
雌
敏
郎
的
係
の
人
々
の
繍
丈
で
あ
っ
て
､
そ
の
場

H

は
'

土
城
中
の
蛾
蹄
粒
｢
脇
水
城
五
郎
｣

宇
部
淡
川
地
質
時
代
の
封
比

｢
轡
氷

環
験
し
節
IE
T紀
伊
の
結
成
仲
川
に

つ
い
て
｢
西
尾
銀
次
郎
｣
銑
物
の
結
晶

形
と
化

蝉
成
分
に
北
て
｢
石
川
成
･TTL
嬉
慨
節
三
船
有
孔
出

山
村
の
層
位
髄

的
桝
究
｢
矢
部
長
滝
､
牛
.描
rd
凹
邸
L
的
ケ
似
火
山
雌
雄
に
よ
り
て
故
じ

た
る
雌
化
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
の
成
因
に

㈹
す
る

.I
考
察
｢
柳
津
倣
軸
L
噴
火

と
船
虫
｢
郡
城
北
L
伊
玄
樹
土
肥
紙
座
余
鎚
娩
脈
の
成
虫
銀
に
二
次

的
鎚

蝕

の
成
虫
に
就
て
｢
加
藤
武
夫
｣
大
阪
肘
地
盟
紙
親
1
山
根
新
次
L
玄
武
岩

の
磁
雌
に
就
て
1
枚
山
北
範
L
花
純
=..有
に
於
け
る
舛
帆
布
と
鵜
蛮
仲
と
の

関
係
に
裁
て
｢坪
井
誠
太
郎
L
北
梅
迫
:<3
部
の
地
継
体
出
と
火
山
の
分
布

｢
波
速
鵜
次
郎
｣
地
下
硫
化
銀

鰻
の
群
…仙
掠
因
に
戯
て
｢
松
磁
牌
｣
鵬
洲
産

婆
脊
土
潜
中
の
紙
状
概
及
紋
服
抽
出
の
搬
娯
｢
新
粋
的
ii
郎
L脚
米
南
部

の
洪
積
層
｢
横
山
次
郎
｣
本
邦
に
於
け
る
火
成
瀬
地
怒
磯
の
繍

開
放

｢
本

望

丁

六
一



地

域

界
十
四
審

問
不
二
胡
｣
駿
河
脚
四
部
に
於
け
る
火
成
岩

の
化
蝉
成
分
に
就

て

｢
山

略
紅
樹
｣
七
鵜
五
千
分
之

1
地
質
刷
析
鳥
羽
を
祈
み
て
共
地
域

の
捗
迫

を
桝
押
す
｢
小
幡
岱
明
｣
日
本
弧

の
形
と
大
き
｢
熊
谷
虹

1
L
信
娘
餌
北
部

千
仙
川
弧
状
及
放
射
状
噺
厨

に
就
て
ー
封
毅
脈
治
郎
L
胸
水

州
大
利
仰
山

に
於
け
る
褒
且
.糸
蛾
仙石
櫛
と
片
腕
川が
と
の
舶
僻
に
つ

い
て
｢
松
下
越
し
辞

陵
鳥
席
廿
韓
サ

ミ
デ
ィ
ン
･:雪

春
本
施
米
L
EJ
府
盆
地
餌
力
川
地

の
地

形

に

つ
い
て
｢
川
中
元
之
逝
｣
人
告
盆
地
の
地

貌
T.下
問
忠
iJL
碑
州
火
川
島

｢
僻
目
九
祝
し
支
部
梅
州
鋪
併
助
川
煉
蝕
妹

に
就

て
｢
川
中
仲

希

三
L
不
納

成
榊

批
叔
妃

の
関
越
｢
満
椅
純

1
J
境
川
岩
に
よ
-1

て
担
化
せ
る
石
…次
の

性
武
｢
上
泊
･打;
次
郎
L
外
籾
的
不
盤

43
の
形
式
｢
稚
日
出

1
L朝
鮮
袈
武
系

粍
槻
r
中
村
新
太
郎
｣
以

上
三
十
流
'
同
じ
-
大
冊
に
て
七

〇

1
市
棚
収

多
数
､

こ
の
方
も
延
侶
十
尉

一
部
､
二
郎
を
食
せ
て
い
づ
恥
も
部
摩
な
瀞
誰
に
な
っ
た

の
で
雄
藩

は
末
だ
之
を
池
紙
す
る
の
的ffを
持
た
ぬ
か
ら

]
々
之
を
批
判
す
る

こ
と

は
川
雑
な
い
､
大
家
小
家
鮮
欽
γ
と
し
て
容
共

の
力
を

つ
-
し
た

こ
と
は

解

放で
あ
る
､
予
は
こ
の
蹄

の
焼
-
牝
に
行
き
波
ら
ん

こ
と
を
望
ま
ざ

る
を
柑

な
い
｡
(藤

川
)

0
支
那
忠
地
制
度
研
究

長
野
朗
繋

刀
Jfd
沓
院
発
行

先
僻
二
脚

二
十
錦

本
譜
土
地
制
酸

の
踏
査

の
部
は
､

1
池
り
の
脚
数
で
あ
っ
て
､
十
分

と
は
い
(
な

い
0
し
か
し
比
閥
以
後

の
土
地

が
'
ど
う
な
っ
て
ゐ
る
か

と
い
ふ
こ
と
を
知
る
に
は
池
瑞
し
て
ゐ
る
と
考

へ
ら
れ
る
｡

い
ろ
/
㌔

刑
部
的
の

統
計
が
川

て
ゐ
る
か
ら
'
そ
れ
に
よ
っ
て
大
妙
を

班
附

さ
れ

祷
大
雄

男

こ

る
と
胤
は
れ
る
O

(藤

村
)

0
人
文
地
理
単
と
文
化
景
観

図
松
久
欄
着

北
ハ立
敵
襲

灯

定
慣

1
脚
八
十
朗

佐

々
水
産

1
郎
氏
､
開
放
久
脚
氏
､
佐
藤
弘
氏
､
松
尾
俺
糊
代
､
駄

本
信

1
氏
韓

の
政
江

の
菜
助
が
､
非
文
批
か
ら
の
出
版
物
と
し
て
穐

々

肝
に
世
に
川
で
や
う
と
し
て
ゐ
る
｡

そ
れ
は
政
的
拭
料
地
稚
研
究
骨
と

い
ふ
撰
骨

の
名

の
下

に
刊
行

さ
れ
や
う
と
し
て
ゐ
る
多
-
の
新
刊
替

で

あ
る
が
'
そ
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
き
き
に
佐

々
木
氏

の
纏
僻
地
S
E研
究

が
川

で
今

舵
は
的
松
代
の
本
串

が
川
た
O

本
譜

は

人
文
地
硯
蝉

は
ど
う
い
ふ
拳
闘

で
あ
る
か
､
何
を
桝
究
す
る

環
㈹
で
あ
る
か
と

い
Lで
｣
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
て
'
オ
ツ
ト
｡
シ
エ

リ

エ
ー
ク
ー
の
｢
人
文
地
=J
串

の
日
的
｣
及
同
氏

の

｢
他
出
輿
雌
糸

車

LI

於

け

る
人
文
地
租
樹

の
位
放
し

の
二
流

を
骨
と
し
､
モ
ツ
シ
エ
レ
ス
氏

の

｢
人
文
地
租
塀
の
諭
靴
的
槻

系
L

(
ブ
リ

ユ
ー
ン
の
人
文
地
租
斑

の
批

判
)

の

1
泊
を
附
錐

に
し
た
も
の
'

三
許

を
合
せ
て
新
版
二
甘

二
十

四

貫

の
本
で
あ
る
､
背
額
は
原
審

の
雑
仰

の
部
分
を
窓
辞
し
た

1
め
に
､

押
入
の
文
字

が
多

い
と

い
っ
て
造
臆

し
て
ゐ
ら
れ

る
が
､
そ
れ

で
も
節

1
fS
の
方
は
之
を
禎
み
下
す
の
に
骨
が
折
れ
る
｡
折

み
払
-
わ
か
り

い

1
と

い
ふ
鮎

か
ら
は
節
二
餌

の
雑
感
の
ガ

が
勝
れ
て
ゐ
る
､
悲
し
人
文

地

球
拳
に
於

て
は
そ
の
出
城
を
み
ょ
'
さ
う
し
て
我
韓

の
奇
祭
の

一
朗

的
救
鮎
を
地
租
嬢

の
う
ち
に
の
み
求
め
て
は
な
ら
ぬ
､
我
等

は
個

々
の

文
化
科
解
を
今
日
よ
り
も
は
る

か
に
多
-
論
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

Iu

述
べ
た

シ
ユ
リ

ユ

ー

タ
I
の
大
き
な
叫
び
に
故
意

を
試
せ
ざ
る
を
柑
な



い
き
う
し
て
彼
は
ま
づ
原
始
骨
概
を
碑
立
せ
よ
､
触
る
後
之
を
文
化
見出

親
に
ま
で
封
化
さ
し
た
人
間

の
防
潮
に
見
よ
'
そ

こ
に
人
文
地
理
拳
の

研
究
す
べ
き
多
く
の
閃
燭
が
あ
る
と
致

へ
た
の
で
あ
る
｡
予
は
評
者
に

本
辞
を
川
旧
さ
れ
た

こ
と
を
感
謝
し
た

い
と
息
ふ
｡
(藤

川
)

0

埴

科

部

郷

丑

研

究

第

!
輯

長
野
牌
埴
科
郷
郷
土
耶
究
骨

北
借
地

の
中
心
で
市
堺
の
傑
秀
な
も
の
1
多

い
埴
科
都

は
地
跳
的
に

も
人
文
的
に
も
研
究
す
べ
き
粗
目
が
多

い
､

そ
こ
で
同
郡

の
誠
碑
は
郷

土
研
究
e
=
む
起
し
て
熱
心
に
各
秤

の
題
目
を
研
究

発
表
す
る
こ
と
に
な

っ
て
､

こ
Il
に
非
約

1
杓
が
世
に
現
ほ
れ
た
の
で
あ
る
'
木
椀

に
は
地

質
'
倍
糾
出

の
山
机
魚
､
以
上
･;
軸
外

の
記
部
で
あ
り
､
人
文
地
班
と

し
て
は
埴
科
那

粥
部
の
鵠
約
虚
業
と

い
ふ
の

が
あ
る
'
推

以
部
で
は
古

堺
'
手
打
激
励
'
象
山
北
淡
の
血
に
繋
が
る
人
々
'
虹
雑
考
と

い
っ
た

珊
節
が
の
つ
て
ゐ
る
'
い
づ
れ
も
耐
白

い
訊
物
で
あ
る
が
非
賢
晶
で
あ

る
の
を
鶴
念
だ
,JJ
瓜
ふ
｡
(∫
)

0

藍

器

石

器

八
幡
1
郎

着

古
(
議

院
撃

付

･..犯
例
.1図
八
十

蛸

湘
双

帝
樹
火
興
人
軸
撰

教

室

に
.i
E

ら

れ
る
八
怖

1
郎
氏
の
永

い
間

の

脚
光
､

人
卿
堺
邪
説
や
考
古
鮮
難
詰
に
の
せ
ら
れ
た
も
の
を
鵠
成
し
て

Eii
7
T
六
版
二

1
北
賢
の
手
頃
な
本
が
川
非
た
､

こ
れ
を
よ
ん
で
紬
紋
式
土

器
と
非
に
的
博
し
た
ポ
耕
､
欄
鈷
式
土
非
と
そ
れ
に
捌
伸
し
た
ポ
柿
と

の
解
別
や
分
和

が
わ
か
っ
て
､
先
史
岬
代
の
研
究
に
封
す
る
潜
額

の
用

語
を知
る
こ
と
が
川
氷
る
'
予
は
扱
前
出
跡

の
新
教
料
や
北
佃
紙
柑
文

抱
の
石
非
な
ど
の
報
せ
を
柑
た

こ
と
を
背
番

に
感
謝
し
た

い
｡
(勝

則
)
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0
樺

太

森

林

の

飛

行

機

測

量

本
年
七
月
八
日
よ
-
十
月
廿
八

日
ま
で
の
問
を
以
て
極
大
森
林

の
飛
行
洲
敦
が
印
氷
た
'
廿
日
間

の
申

解
除
に
作
梨
の
川
氷
る
や
う
な
良

い
大
嵐
は
た
っ
た
E
It
五
日
し
か
な

か
っ
た
､
樺
太
地
内
に
新
し
-
飛
行
場
を
つ
-
リ
､
そ
の
瓶
城
地
か
ら

四
基

の
八
八
式
部
偵
察
碑
が
川
た
､
最
初
は
五
十
滞
町
渉
を
機
先
し
た

の
で
あ
る
が
､
以
外
に
逝
辞
し
て
七
十
鵜
町
渉

の
鴬
尻
が

と

れ
た
'

こ

の
･鮒S
広
州
親
に
よ
っ
て
林
州
'
地
形
'
而
樹
等
が
わ
か
り
や
す
-
計
井
が

で
き
る
､

こ
れ
迄
の
裾
戒
測
鹿
に
比
べ
て
鰯
時
日
に
こ
の
調
査
が
川
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